
第１１回 地域の皆さまへの説明会

新潟県中越沖地震における
発電所の状況について

平成２２年３月
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１. ６号機・7号機の営業運転再開について

２. １号機・５号機 点検、復旧等の進捗状況

３.２～４号機点検、復旧等の進捗状況

４. 知見の拡充に向けた取り組みの検討状況

５. 発電所の安全・品質の向上に向けた

本日のご説明内容

取り組み状況
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１．６号機・７号機の営業運転再開について
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中越沖地震発生以降の取り組みについて

プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
・評
価

総

合

評

価

地
震
直
後
の
目
視
点
検

耐震安全性の確保

地震発生時の課題に対する対応

中越沖地震による
不具合の復旧と対策

地域の皆さまへの情報公開（地域説明会・広報誌・テレビCMなどにより逐次）

建物・構築物、設備の
健全性確認

総
合
負
荷
性
能
検
査
（法
定
検
査
）

特 別 な 保 全 計 画

中越沖

地震発生

プラント

再起動

営業運転

開 始

運転パラメータ監視

設備診断

定
期
検
査

２・３・４号機 1・5号機 ６・７号機

地震後の

定期検査
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【総合負荷性能検査の終了証受領日】

総合負荷性能検査

・７号機 平成21年12月28日

・６号機 平成22年 1月19日

６号機・７号機ともに、国の総合負荷性能検査により、健全
であることをご確認いただきました。

通常の定期検査時と同様に、原子炉の圧力や温度等の運転データを採取するなど

６号機・７号機の運転に安全上の問題がないことをご確認いただきました。

営業運転を再開しました。

定期検査終了証の交付（7号機）
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２．１号機・５号機 点検、復旧等の進捗状況
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１・５号機と６・７号機の比較（１／３）

補助ボイラ建屋

補助ボイラ建屋

焼却炉建屋 焼却炉建屋

固体廃棄物貯蔵庫

免震重要棟

事務本館
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１・５号機と６・７号機の比較（２／３）

【プラント設備の比較（概略）】

改良型ＢＷＲの構造と特長沸騰水型軽水炉（ＢＷＲ）

再循環
ポンプ

圧力抑制プール

制御棒

冷却水
（海水）

発電機

復水器

放水路へ

原子炉格納容器

蒸気

水

原子炉
圧力容器

改良型沸騰水型軽水炉（ＡＢＷＲ）

圧力抑制
プール

発電機
復水器

放水路へ

冷却水
（海水）

原子炉
圧力容器

水

蒸気

制御棒

燃料

原子炉格納容器

インターナル
ポンプ

１・５号機 ６・７号機

圧力抑制
プール

燃料
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１・５号機と６・７号機の比較（3／3）

電動駆動＋水圧駆動水圧駆動制御棒駆動機構

インターナルポンプ（10）
外部再循環ポンプ（２）
ジェットポンプ（20）

原子炉再循環方式（台数）

鉄筋コンクリート造
（ＲＣＣＶ）

鋼製自立式
（ＰＣＶ）

原子炉格納容器

２プラント／１中央制御室１プラント／１中央制御室中央制御室

３９２．６万ｋＷ３２９．３万ｋＷ原子炉熱出力

１３５．６万ｋＷ１１０万ｋＷ発電機出力※

６号機・７号機１号機・５号機号 機

※海水温度の変化により発電機出力は変動します。
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中越沖地震に対する取り組みについて

プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
・評
価

総

合

評

価

地
震
直
後
の
目
視
点
検

地質・地盤
調査

基準地震動
の策定

耐震強化工事

耐震安全性の確認

３号機の変圧器火災

点検・評価
計画書

機器単位の設備
点検・評価

建物・構築物の
点検・評価

系統単位の設備
点検・評価

建物・構築物、設備の健全性確認

耐震安全性の確保

地震発生時の課題に対する対応

６・７号機の放射性物質の放出
情報連絡・提供の遅れ

（地震の影響によるもの、地震の影響以外のもの）

中越沖地震による不具合の復旧と対策

不適合事象の管理

総
合
負
荷
性
能
検
査

地域の皆さまへの情報公開（地域説明会・広報誌・テレビCMなどにより逐次）
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免震重要棟の概要

■概 要
新潟県中越沖地震の教訓から、震度７クラスの地震が発生
した場合においても、緊急時の対応に支障をきたすこと
がないよう、緊急時対策室および重要設備の機能を確保
した免震構造の建物となっています。

■建 物
・建築面積：約2,000㎡
・延床面積：約4,000㎡
・階数 ：地上２階（地下なし）
・高さ ：約12.5ｍ
・構造種別：鉄骨鉄筋コンクリート造
・基礎 ：免震構造

■機 能
・緊急時対策室（関係機関とのﾎｯﾄﾗｲﾝ等）
・通信設備
・電源設備（自家発電用設備含む）
・コンピュータ室
・空調設備
・執務室／宿泊室 ほか
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免震重要棟外観と緊急時対策室内

【 緊急時対策室 】

【 免震重要棟 】
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免震構造の概要

免震重要棟

積層ゴム
（地震の揺れを吸収する）

滑り支承
（地震の揺れを建物に伝わりにくくする）

ししょう

■免震構造
・外周部は、地震の揺れを吸収する変形性に優れた大口径の
積層ゴムを配置しました。

・中央部は、地震の揺れをできるだけ建物に伝わらないよう
にするため、摩擦の少ない滑り支承を用いました。

ししょう
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地震に起因すると考えられる不適合事象の状況（６・７号機との比較）

2939336１
地震動による部品等のずれ、こす
れ、地盤変位による変形等

①

29332130
合計から共用設備※１で発生した事
象と1号機特有の事象を引いた不適
合事象数

⑤

運転中定検末期定検末期定検中期

２９３９３３１５４合 計④

浸水による損傷事象
（１号機特有事象）

分解点検中の仮置き機器の転倒、
接触事象 （１号機特有事象）

－－－８６③

－－－７②

約1,360約1,540約1,790約2,000
点 検 設 備 数

［工事計画書対象設備］

７号機６号機５号機１号機
分 類

※１：複数のプラントで共用利用する純水や補助蒸気を供給する設備等を示す。

【 不適合事象の号機別比較（表内の数字は設備数）】

１・5号機の地震による不適合について運転に影響を与えるもの全ての処理を
完了しました。

●
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（事例１）１号機 原子炉複合建屋への消火水の流入

浸水状況

破損状況

貫通部

水の流入

消火配管損傷

溜まり水

原子炉複合建屋

サンプ

地下５階

ダクト

屋外（土中）の消火配管が破損し、ダクトから消火水

と土砂が流入しました。このために、ポンプ、モータ

等の機器（８６個）が浸水しました。

地下４階

地下３階

地下２階

地下１階

深さ ：約４０ｃｍ
漏えい量：約２０００ｍ３

事象：
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目視および各部寸法測定の結果、
内部構造物全体の移動および巻線
ずれ（巻線間ギャップの開き）な
どを確認しました。

対策：当該変圧器につきましては新製品
（新たに作成した変圧器）への交
換を実施しました。

位置決めの中心ズレ
（約15㎜）

内部構造物全体の移動

Ｕ相 Ｖ相
Ｗ相

巻線ずれ
（ギャップの開き）

イメージ図

巻線

鉄心

（10～20㎜）

（事例２）５号機 主変圧器 内部構造物のずれ

事象：
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その他

閉じこめる

冷やす

止める

1616

建物・構築物、機器単位の点検・評価について

建物・構築物、設備（機器
単位）の点検・評価

系統単位の点検・評価

ポンプ

モータ

計測器

建物・構築物

スイッチ

…

系統

…

系統

…
系統

…

系統

…

プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
・評
価

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
よ
う
に
原
子
炉
の
蒸
気
に
よ
っ
て

駆
動
さ
れ
る
設
備
等
の
健
全
性
確
認
を
実
施
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地震後の基本点検の考え方（立型ポンプの例）

打痕、割れ 等性能低下－羽根車

－

－

－

（詳細は基礎部
点検）

－

漏えい

漏えい

軸の偏心

－

外観の状態

割れ等性能低下バレル

ライナーリング

－振動基礎部

割れ等性能低下、振動コラム

打痕等性能低下、振動軸受け

地震による摺動痕漏えいメカニカルシール

割れ等漏えいディスチャージ
ケーシング

軸の摺動痕振動シャフト（軸）

－振動カップリング

軸受けの打痕等性能低下、振動電動機

個別部品の
想定される状態

運転時の状態
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１号機 機器点検の様子

【低圧タービンの点検】【低圧復水ポンプの点検】
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５号機 建物・機器点検の様子

【建物の点検】 【低圧タービン内部車室の点検】
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系統単位の点検・評価

その他

閉じこめる

冷やす

止める

2020

系統単位の点検・評価について

建物・構築物、設備（機
器単位）の点検・評価

ポンプ

モータ

計測器

建物・構築物

スイッチ

…

系統

…

系統

…
系統

…

系統

…

プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
・評
価

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
よ
う
に
原
子
炉
の
蒸
気
に
よ
っ
て

駆
動
さ
れ
る
設
備
等
の
健
全
性
確
認
を
実
施
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１号機 系統単位の試験項目

機能 系統機能試験

止める 原子炉停止余裕試験

制御棒駆動系機能試験

制御棒駆動機構機能試験

ほう酸水注入系機能試験

原子炉保護系ｲﾝﾀｰﾛｯｸ機能試験

冷やす タービンバイパス弁機能試験

給水ポンプ機能試験

非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験

自動減圧系機能試験

非常用ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系、低圧

炉心スプレイ系、低圧注水系、原子炉補機冷却

系機能試験

補助ボイラー試運転試験（その１）

その他

補助ボイラー試運転試験（その２）

補助ボイラー試運転試験（その３）

機能 系統機能試験

閉じこめる 主蒸気隔離弁機能試験

原子炉格納容器隔離弁機能試験

原子炉格納容器スプレイ系機能試験

非常用ガス処理系機能試験

原子炉建屋気密性能試験

原子炉格納容器漏えい率試験

可燃性ガス濃度制御系機能試験

選択制御棒挿入機能試験

原子炉建屋天井ｸﾚｰﾝ機能試験

中央制御室非常用循環系機能試験

液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のｲﾝﾀｰﾛｯｸ機能試験

（その１）（その２）

固体廃棄物処理系焼却炉機能試験

固体廃棄物貯蔵庫管理状況試験

液体廃棄物処理系機能試験

計装用圧縮空気系機能試験

直流電源系機能試験

蒸気タービン性能試験（その２）

全31項目の試験を実施しました。

：１号機固有の試験を示す。
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５号機 系統単位の試験項目

機能 系統機能試験

止める 原子炉停止余裕試験

制御棒駆動系機能試験

制御棒駆動機構機能試験

ほう酸水注入系機能試験

原子炉保護系ｲﾝﾀｰﾛｯｸ機能試験

冷やす タービンバイパス弁機能試験

給水ポンプ機能試験

非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験

自動減圧系機能試験

非常用ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電機、高圧炉心スプレイ系、低圧

炉心スプレイ系、低圧注水系、原子炉補機冷却

系機能試験

補助ボイラー試運転試験（その１）

補助ボイラー試運転試験（その２）

その他

機能 系統機能試験

閉じこめる 主蒸気隔離弁機能試験

原子炉格納容器隔離弁機能試験

原子炉格納容器スプレイ系機能試験

非常用ガス処理系機能試験

原子炉建屋気密性能試験

原子炉格納容器漏えい率試験

可燃性ガス濃度制御系機能試験

選択制御棒挿入機能試験

原子炉建屋天井ｸﾚｰﾝ機能試験

中央制御室非常用循環系機能試験

液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のｲﾝﾀｰﾛｯｸ機能試
験（その１）（その２）

固体廃棄物処理系焼却炉機能試験

液体廃棄物処理系機能試験

計装用圧縮空気系機能試験

直流電源系機能試験

蒸気タービン性能試験（その２）

全29項目の試験を実施しました。

：５号機固有の試験を示す。
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高圧タービン

発電機
低圧タービン 低圧タービン 低圧タービン

湿分分離器

↑↑↑

冷却水（海水）冷却水（海水）冷却水（海水）

原子炉へ

軸受

復水器 復水器 復水器

蒸気止め弁

系統単位の試験項目【蒸気タービン性能試験（その２）】

保安装置

タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
信
号

圧力
検出器

＜系統の役割＞
復水器真空度、軸受け油圧等の異常などによるタービン設備の損傷を防止します。

＜試験の目的＞
復水器真空度低トリップの作動確認およびその他タービン保安装置の作動状態（設定
範囲内でタービントリップ装置が作動すること）を確認します。

試験概要
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＜系統の役割＞
本設備は放射線管理区域内で発生する可燃性の雑固体廃棄物（紙、木材等）、
廃油および使用済樹脂を安全に焼却処理し、廃棄物の容量を減少させ、排ガ
スの処理を行う設備です。

＜試験の目的＞
固体廃棄物焼却炉を運転して可燃性雑固体廃棄物を焼却処理し、焼却炉の運
転状態を確認することで系統の性能が発揮されることを確認します。

空気予熱器

焼却炉

１次セラミック

フィルタ

２次セラミック

フィルタ

排ガスフィルタ
排ガスブロワ

焼却灰

排気筒

固体廃棄物処理系焼却炉系統概要図

燃焼空気ブロア

試験概要

系統単位の試験項目【固体廃棄物処理系焼却炉機能試験】
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基準地震動の策定

中越沖地震で
推定された地震動 1,699 1,011 1,113 1,478 766 539 613

基準地震動 2,300 1,209
単位：ガル数値は東西方向の値

１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 ７号機

中越沖地震 680 606 384 492 442 322 356

基準地震動による
建屋の揺れ＊ 873 809 761 704 606 728 740

耐震強化に向けた
建屋の揺れ 1,000

活断層の調査結果から基準地震動を策定し、
これに基づき原子炉建屋の揺れを算出しました。

＊：１号機は構造WG資料による値
２～５号機は基準地震動報告書による試算値
６，７号機は耐震安全性評価結果報告書による確定値
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１号機 耐震強化工事（原子炉建屋屋根トラス）

原子炉建屋屋根トラスでは、斜材、水平材の取り替え・追加などの
耐震強化工事を実施しました。

【 原子炉建屋屋根トラス 】 【 強化工事後の屋根トラス 】
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５号機 耐震強化工事（排気筒）

強化工事前 強化工事後

排気筒では主柱材、斜材、水平材の増設
などの耐震強化工事を実施しました。

【 ５号機 排気筒工事 】
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５号機 耐震強化工事（配管サポート）

配管については、サポートの追加・補強などの耐震強化工事を実施しました。

【 強化工事前 】 【 強化工事後 】
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１号機 耐震安全性の評価

基準地震動Ssに対する耐震設計上重要な施設の安全機能を保持す
る観点から実施しました。

基準地震動
による揺れ

基
準
地
震
動

に
よ
る
揺
れ

建物・構築物の評価
基準地震動による揺れにより、建物・構築物
に発生する応力またはひずみが基準値以下
であるかどうかを確認しました。

機器・配管系の評価

構造強度評価
基準地震動による揺れにより、機器・配
管に発生する応力等が基準値以下であ
るかどうかを確認しました。

動的機能維持評価
基準地震動による揺れによる機器の変
位量が試験や評価で正常に作動するこ
とが確認された値以下であるかどうかを
確認しました。

応力・ひずみ
の発生

変位

配管

原子炉建屋
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T.M.S.L 5.0m
(GL)

１号機 建物・構築物の耐震安全性評価の一例

基準地震動による揺れ

基準地震動Ssにより
発生するひずみ

0.51
東西方向

2.00.50耐震壁

評価
基準値

南北方向

（×10-3）数値はせん断ひずみの最大値

評価基準値

建屋・構築物、設備の機能を損なうひずみの
大きさに対して、安全上の余裕をみて設定する基準値

原子炉建屋は基準地震動による揺れに対して、
耐震安全性が確保されていると評価しました。

原子炉建屋の評価

建物・構築物をモデル化し、解析により耐震安全性を評価しました。
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１号機 機器・配管系の耐震安全性評価

２０５１２１クランク軸基準軸受非常用ディーゼル機関

（動的機能維持）

２７６２７５．６構造物フレーム燃料交換機※
３７５２７７配管本体主蒸気系配管※

２０２１５１基礎ボルト残留熱除去系熱交換器

３０６２４６上部内側ﾌｨﾒｲﾙｼﾔﾗｸﾞ原子炉格納容器※
３４３２８６シュラウドヘッド炉内構造物

４９９６３基礎ボルト原子炉圧力容器

評価基準値
（MPa)

基準地震動Ｓｓでの
発生応力（MPa）

評価部位主要設備の評価例

「止める」「冷やす」「閉じこめる」機能をはじめとする耐震Ｓ
クラスの主要設備に対し、基準地震動で揺れた場合の耐震安全性
を評価し、耐震安全性が確保されていると評価しました。

※：耐震強化工事実施
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１号機 機器・配管系の耐震安全性評価の一例

３７５

評価基準値
（MPa)

基準地震動Ssで
の発生応力（MPa)

（最大値）

２７７主蒸気系配管

評価対象部位

主蒸気系配管の評価

解析モデル図のイメージ

サポート（既設）

サポート（耐震強化にて追設）

応力評価点

原子炉圧力容器より

原子炉格納容器貫通部

主蒸気系配管は、基準地震動による揺れに対して
耐震安全性が確保されていると評価しました。

再循環
ポンプ

圧力抑制
プール

冷却水
（海水）

発電機

復水器

放水路へ

原子炉格納容器

蒸気

水

原子炉
圧力容器

主蒸気系配管
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１号機 機器・配管系の耐震安全性評価の一例

 地震の際、燃料交換機が使用済燃料貯蔵プールに落下す
ることがないよう、耐震強化工事（①～③）を実施しました。

③トロリ脚部の補強
※青色の金具を追設

①本体構造物フレーム材の追加

（レール）

②ガイドプレートの設置
※本体の脱線防止

応力評価点

＜解析モデル図のイメージ＞

燃料交換機の評価

２７６

評価基準値
（MPa)

基準地震動Ssでの発生応力
(最大値)（MPa)

２７５．６構造物フレーム

評価対象部位

トロリ

レール

レール

①

①

②

②

③

燃料取替機は、基準地震動による揺れに対して、
耐震安全性が確保されていると評価しました。
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１号機・５号機 建物・構築物、設備の健全性等の確認状況

建物・構築物、機器の設備点検を完了しました。地震の影響
によると考えられる不適合が確認された機器などがありまし
たが、安全に影響がない軽微なものであり、補修などを行い
設備の健全性を確認しました。

系統機能試験を完了し、系統機能が正常に発揮されることを
確認しました。

安全上重要な設備の耐震強化工事を完了しました。

現在、国および新潟県の委員会にて機器、系統単位の設備健
全性、耐震安全性やプラント全体の機能試験の計画について
ご審議を頂いております。

●

●

●

●
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３．２～４号機 点検、復旧等の進捗状況
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中越沖地震に対する取り組みについて

プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
・評
価

総

合

評

価

地
震
直
後
の
目
視
点
検

地質・地盤
調査

基準地震動
の策定

耐震強化工事

耐震安全性の確認

３号機の変圧器火災

点検・評価
計画書

機器単位の設備
点検・評価

建物・構築物の
点検・評価

系統単位の設備
点検・評価

建物・構築物、設備の健全性確認

耐震安全性の確保

地震発生時の課題に対する対応

６・７号機の放射性物質の放出
情報連絡・提供の遅れ

（地震の影響によるもの、地震の影響以外のもの）

中越沖地震による不具合の復旧と対策

不適合事象の管理

総
合
負
荷
性
能
検
査

地域の皆さまへの情報公開（地域説明会・広報誌・テレビCMなどにより逐次）
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進捗率

１号機

２号機

３号機

４号機

５号機

100%

完了

完了

完了

完了

目視点検 作動試験・機能試験 漏えい試験

地震後の点検、
技術者による目視点検

機器単位の健全性確認

2～４号機 機器単位の健全性確認状況

平成２２年３月４日現在

（６・７号機は営業運転中のため掲載しない。）

完了
完了
完了

完了
完了

完了

完了

（21%）
（13%）

（19%）

（89%）
（90%）

（37%）

（52%）
（29%）

（20%）
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復旧工事進捗状況（2号機 主変圧器防油堤）

【掘削作業の様子】 【復旧後の様子】

地震の影響で主変圧器から漏れた油が土壌に浸透しました。この部分
を掘削し洗浄処理を行った後に復旧（埋め戻し）を行っています。
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復旧工事進捗状況（3号機 主変圧器）

【損傷した３号機 主変圧器の解体工事】

地震の影響で損傷した３号機主変圧器を工場へ持ち出し、点検・修理
するとともに、基礎の強化工事を行い復旧を行っています。

【主変圧器据付工事】
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復旧工事進捗状況（4号機 排気筒ベローズ）

【復旧前の様子】 【復旧工事中の様子】

地震の影響でずれが生じた４号機排気筒ベローズの修理を行っています。
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２～４号機 耐震強化工事の進捗状況

（平成２２年３月１０日現在）

工事要否の評価中工事要否の評価中工事要否の評価中非常用取水路

工事準備中実施中工事準備中燃料取替機

実施中実施中工事準備中
原子炉建屋
天井クレーン

実施中実施中完了排気筒

完了完了完了
原子炉建屋
屋根トラス

工事準備中工事準備中工事準備中配管等サポート

４号機３号機２号機項 目
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耐震強化工事（排気筒）

強化工事前 強化工事後

排気筒では主柱材、斜材、水平材の増設
などの耐震強化工事を行っています。

【３号機の例】
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耐震強化工事（原子炉建屋屋根トラス）

原子炉建屋屋根トラス（４号機）

【 原子炉建屋屋根トラス 】 【 強化工事後の屋根トラス 】

原子炉建屋屋根トラスでは、斜材、水平材の取り替え・追加などの
耐震強化工事を行っています。
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４．知見の拡充に向けた取り組みの
検討状況
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知見の拡充に向けた取り組みの検討状況

柏崎刈羽原子力発電所では、安全・安心の更なる向上を図るため、
下記に示す４項目の知見拡充のための調査・検討を進めています。

23 24 25

委員会設置(8月)  第一回(11/24）第二回(3/15) 第三回 第四回 第五回

　　      ▼       ▼      ▼ 　　▽ ▽　　　▽

   委員会設置(12月) 第一回(3/10)　第二回 　　　第三回

      ▼      ▼ ▽ ▽

      　      ▲ 　　 △

地震観測開始(9箇所） 地震観測開始(合計40箇所)

  　   　　 GPS観測開始

      　      ▽

　　      ▲       　      ◇ △ △

水準測量(8月) 水準測量(3月) 水準測量 水準測量

荒浜側観測開始     大湊側観測開始

▽ ▽

△ 　　 △

４号機マット部観測開始 　　全点観測開始

▲：実施済み　◇：実施中　△：実施予定

建屋内地
震観測

新潟県中越沖地震
を踏まえた地震観
測に関する検討

検討項目 平成21年度

深部地震
観測

平成22年度

建屋の変動に関する検討

柏崎地域の地形及び地質構造
の形成過程に関する検討

長岡平野西縁断層帯の活動性
に関する検討

　検討開始　→　平成24年度を目途に見解をまとめます

計測方法の検討

計測装置の設置

設置場所の検討・ボーリングの実施

地震観測の作成・設置

※平成25年度以降も継続実施

※平成25年度以降も継続実施

設置場所の検討

地震計の作成・設置
※平成25年度以降も継続実施
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柏崎地域の地形および地質構造の形成過程に関する検討

佐渡海盆東縁部および柏崎平野と西山丘陵を含む地域の地形・地質構造の成り
立ちについて知見を深めるため、地震予知総合研究振興会に「柏崎地域の地形お
よび地質構造の形成過程に関する検討委員会」を設置し、平成２１年度は２回の委
員会を開催して検討を進めて頂いています。
本委員会では、柏崎周辺の広域の地形・地質構造の形成過程について、長い時
間スケールを念頭に置いて、幅広い観点から検討していただいています。

１． （財）地震予知総合研究振興会
「柏崎地域の地形及び地質構造の形成過程に関する検討委員会」

主査 山口大学大学院教授 金折 裕司先生，委員７名（計８名）

２．第一回 委員会
・日時 平成21年11月24日 13:00～17:00 
（１）委員会の主旨について

（２）日本海東縁及び新潟地域の地質構造および地形の形成について

（３）柏崎刈羽原子力発電所周辺における地質調査結果

３．第二回 委員会
・日時 平成22年 ３月15日 13:30～16:30
（１）断層関連褶曲の考え方に基づく地質構造モデルの検討について
（２）柏崎地域周辺海域の深部地質構造とその発達過程について
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寺泊円上寺

三条市

H22年度設置(予定)

見附市

平沢

麓

矢田

名木野湯

燕市

弥彦村

新潟市西蒲区

下富岡

長岡市刈羽村

川口町

柏崎市

H21年度設置

高頭
大積熊上

長岡平野西縁断層帯のイメージ

小千谷市

寺泊入軽井

出雲崎町

寺泊円上寺

三条市

H22年度設置(予定)

見附市

平沢

麓

矢田

名木野湯

燕市

弥彦村

新潟市西蒲区

下富岡

長岡市刈羽村

川口町

柏崎市

H21年度設置

高頭
大積熊上

長岡平野西縁断層帯のイメージ

小千谷市

寺泊入軽井

出雲崎町

長岡平野西縁断層帯の活動性に関する検討（１）

長岡平野西縁断層帯の活動性評価のための

地震観測実施地点

基準地震動策定の際に考慮している長岡平野西縁断層帯について、
活動性に関する知見の拡充を図ります。

1. 微小地震の震源位置を正確にとらえる
ために地震計の高密度配置を実施中

 設置数 40点程度（予定）

 実施時期 H21年度9地点設置

H22年度31地点（予定）

地震観測設備設置状況の例
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長岡平野西縁断層帯の活動性評価に関する知見拡充のため、（財）地震予知総
合研究振興会に検討を依頼しています。この検討のための委員会が、東北大学
長谷川名誉教授を主査として平成21年12月末に設置されました。平成22年3月10
日には１回目の委員会を開催して検討を進めて頂いています。

１． （財）地震予知総合研究振興会

「長岡平野西縁断層帯の活動性に関する研究委員会」

主査 東北大学名誉教授 長谷川 昭先生、委員 14名（計１5名）

２．第一回 委員会

・日時 平成22年3月10日 13:30～17:00 

（１）委員会の主旨について

（２）地震観測を含めた今後の検討計画紹介

（３）長岡平野西縁断層帯における地質調査結果紹介

（４）緊急地震速報の精度と課題

長岡平野西縁断層帯の活動性に関する検討（２）
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建屋の変動に関する検討

観測された建屋の変動要因を解明するために、多種多様な観測網（ＧＰＳ、
地下水位、地盤変位等）について、現在観測設備を設置中です。 H22年3月末
より観測を開始予定です。

基準点

地震

地下水位

水準測量

GPS測量

測定

建屋

降雨量他気象データ

地盤変位

▼ ■
潮位

◆◆
GPS

測定点

測定点

▽

【測定概念図】

屋上GPS設置状況

建屋傾斜計設置状況
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新潟県中越沖地震を踏まえた地震観測に関する検討

新潟県中越沖地震では、深い位置の地盤構造による地震動の増幅や、原子炉
建屋補助壁の影響などの要因が建屋応答に影響したと評価しています。これら
の評価結果を検証していくために、現在地震計や観測システムの制作・設置作業
を進めております。

発電所構内の地中深くに地震計を設置する
：深さ約1,000mおよび1,700mに2箇所（予定）

原子炉建屋内に地震計を密に設置する
：4号機に39箇所（予定）

【地震計設置のイメージ】

4-R1

4-R2

4-R1

4-R2

4-R1

4-R2

 既設の地震計

今回新たに設置する
地震計

 既設の地震計

今回新たに設置する
地震計

敷地内大深度地震計 設置場所

荒浜側 大深度地震観測点

深さ約1,000m

大湊側 大深度地震観測点

深さ約1,700m
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検討状況のホームページへの掲載について

知見の拡充に向けた取り組みの検討状況を地域の皆様にお知らせ
するために、下表に示す情報の発電所ホームページへの掲載を開始
しました。

委員会の開催予定
（日時・テーマ）

開催前 ☆ ☆ ☆

委員会の概要報告
終了後速や
かに

☆ ☆ ☆

委員会の開催予定
（日時・テーマ）

開催前 ☆ ☆

委員会および観測記録の概要報告
終了後速や
かに

☆ ☆

☆：ホームページ掲載時期（予定）

☆☆

☆☆

検討項目 掲載情報 掲載時期
平成22年度

上期 下期

長岡平野西縁断層帯の活動
性に関する検討

新潟県中越沖地震を踏まえ
た地震観測に関する検討

地震観測に関する各種データ
（各観測点の加速度最大値等）

年二回程度

柏崎地域の地形及び地質構
造の形成過程に関する検討

建屋の変動に関する検討
水準測量結果及びGPS測量観察結
果等

年二回程度

☆：ホームページ［ http://www.tepco.co.jp/nu/kk-np/chuetsu/chiken-j.html ］掲載時期（予定）
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５．発電所の安全・品質の向上に向けた
取り組み状況
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発電所の透明性確保に関する継続的な取り組み

平成１４年以降、組織全体の徹底的な体質改善を目指して取り組んできている原子力再生
活動があり、「しない風土」「させない仕組み」のもとで、以下の取り組みを行ってきま
した。

 企業倫理活動やコミュニケーションの活性化

 規程・マニュアルの整備

 不適合を管理する仕組み

平成１９年からは、新たに、自発的に言い出しそれを積極的に受け止める「言い出す仕組
み」として、グループ討議の活用等による業務の集中的な見直しなどに取り組んでまいり
ました。

 不適合については、安全向上への教訓とするため、どんな小さなものでも報告と情報
共有を徹底し、全件公表するとともに、毎日の会議でその対処方策を審議、決定して
います。

【協力企業とのパートナーシップ委員会】
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「作業安全確保に向けた所長方針」の策定

社外の専門家による指導を踏まえた安全意識の醸成

●現場から災害リスクを取り除き、安全に強い人作りを進め、人身事故、

災害ゼロの安全な発電所作りを全員で推進

●そのため「現場、現実、現物を熟知する」「相互理解により協力企業と

一体となった取り組みを推進する」「ＰＤＣＡの迅速な展開により現場

品質を改善する」
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更なる安全性の向上に向けた最近の取り組み

【 発電所の運営管理の品質を向上させるための取り組み 】

協力企業とのコミュニケーションの更なる改善

品質安全大会の開催

発電所設備の４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）の徹底
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社外専門家による指導を踏まえた安全意識の醸成

社外専門家による指導会を実施しました。
実施日：（H21）10/14・15 11/12・19・20 12/18

（H22） 1/21 2/19 3/19
その結果を本店原子力・立地本部長を委員長とする「災害防止
検討会」においてレビューしました。（平成２１年１２月２４日）

引き続き協力企業と一体となった
「現場の危険発見活動」を継続し
ています。

あわせて各社の活動の見える化を
推進しています。

【社外専門家による指導会】
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現場での不安全行為、

箇所を見つける力の向上

デジタルカメラを利用した

危険発見活動

安全活動掲示板

安全確保に向けた当社・協力企業の

継続的な取り組み状況を掲示

安全活動の見える化（例）

改善事例をワンシート化

朝礼会場等への掲示：作業員への注意喚起

安全活動の共有化

改善・水平展開

当社

協力企業

安全推進活動の見える化
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中越沖地震以降の作業量、作業員の増加

協力企業とのコミュニケーションの更なる改善

より的確に水平展開を実施、発電所課題の共有を強化

【作業量、作業員の増加対策】

【コミュニケーションの更なる改善】

当社と協力企業間の双方向コミュニケ
ーションの充実

相手に応じて個別に実施、現場第一線
までの伝達方法を確認しフォローアッ
プ

元請企業毎にカウンターパートを定めて、コミュニケーションを改善

●

●
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品質安全大会の開催（平成21年11月30日）

「現場力」の強化に向けての当社の取り組みおよび良好な取
り組みを実施している企業の事例紹介やパネルディスカッシ
ョンを実施しました。

各企業の認識共有や良好事例の水平展開を図りました。

【事例紹介の様子】 【パネルディスカッションの様子】
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発電所設備の４Ｓの徹底

１号機・５号機設備において、協力企業・当社社員協同 で

４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）活動を実施しました。

●１号機：平成２２年２月２３日

●５号機：平成２２年２月２２日

東京電力社員２０１名、協
力企業約２０社、１４２名
にて実施しました。
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本日のご説明内容のまとめ

６・７号機は、引き続き安全を第一に慎重に運転を行ってまいります。

１・５号機については国、新潟県の委員会にて安全性について確認頂
けますよう、丁寧に説明してまいります。

２～４号機の点検・試験・評価、耐震強化工事につきましては、作業
安全・火災防止を徹底し、慎重に実施してまいります。

引き続き、発電所の状況につきましては、広報誌、ホームページなど
を通じて、わかりやすく地域の皆さまにお知らせしてまいります。

今後も、今回の被災により得られた知見を活かして、「安全で、災害
に強く、世界に誇れる原子力発電所」を目指し、協力企業と一体と
なって安全と品質向上を進めてまいります。


